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今
年
度
は
神
高
祭
が
例
年

通
り
行
え
ま
せ
ん
が
、
九
月
中

に
文
化
部
作
品
展
示
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

現
在
文
化
部
は
１
・
２
年
生

に
よ
る
新
た
な
歩
み
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
各
文
化
部
の
部

長
に
、
目
標
を
含
め
た
活
動
の

紹
介
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

項
目
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。 

①
部
長
名 
②
部
員
数 

③
目
標 

④
意
気
込
み 

 

 

① 

安
達 

萌
絵 

② 

男
子
１
名
、
女
子
１０
名 

③ 

目
指
せ
金
賞 

～
音
に
思
い
を
込
め
て
～ 

④ 

一
音
一
音
に
思
い
を
乗
せ

て
演
奏
を
聴
い
て
く
だ
さ 

① 
赤
松 

稀
美 

② 
男
子
６
名
、
女
子
１０
名 

③ 

一
人
一
作
品
入
賞 

④ 

昨
年
よ
り
練
習
日
数
を

増
や
し
、
一
人
一
作
品
入

賞
に
向
け
て
日
々
練
習

を
重
ね
て
い
ま
す
。
一
人

一
人
が
魅
力
的
な
作
品

を
仕
上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。 

 る
方
々
に
心
地
良
さ
を
感

じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
日

頃
の
感
謝
も
忘
れ
ず
、
部

員
一
同
、
協
力
し
合
い
日

頃
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。 

① 

杉
本 

り
あ
ら 

② 

男
子
０
名
、
女
子
９
名 

③ 

礼
儀
作
法
を
身
に
つ
け
る 

④ 

日
本
の
伝
統
あ
る
茶
道

の
作
法
を
学
ぶ
だ
け
で

な
く
、
茶
道
を
通
し
正
し

い
に
日
本
語
の
使
い
方

を
身
に
つ
け
る
た
め
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
華
道
で
は
、
季
節
の
お

花
の
名
前
な
ど
の
知
識

ま
で
学
び
ま
す
。
活
動
は

週
に
一
度
だ
け
で
す
が

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
。 

 

① 

中
塚 

凛 

② 

男
子
２
名
、
女
子
１２
名 

③ 

男
女
関
係
な
く
、
仲
良

く
協
力
し
合
う
。 

④ 

今
年
は
部
員
数
が
多

く
て
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

も
あ
り
な
か
な
か
調

理
を
す
る
こ
と
が
厳

し
い
で
す
が
、
裁
縫
や

着
付
け
な
ど
を
熱
心

に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
で
す
。 

 

ち ょ っ と一 言 ◇「文武両道」「少子化」「教員の働き方改革」「学校の特色化」の波に翻弄されるかと心配していました

が、本校の２年生たちは、世の中の動きに振り回されることなく、新メンバーをけん引するべく、自分の将来のための勉強時間

もしっかり確保しながら、練習時間や練習内容を工夫して、一つでも上を目指してがんばろうと真剣に取り組んでいます。１年

生も、先輩たちの思いを受けとめているのか、その背中を追いかけています。そんな姿を見るにつけ、私も「外部指導者」の募

集、部活動支援基金のお願いに奔走しなければならないと自分に鞭打っています。生徒（部員）、教員（顧問）だけでなく、保

護者や地域の皆さんも、この機会に、「高等学校の部活動のあり方」について、今までよりもちょっぴり深く考えていただけ

れば幸いです（校長より） 

① 

黒
田 

寿
歩 

② 

男
子
３
名
、
女
子
１
名 

③ 

積
極
性
を
身
に
つ
け
る 

④ 

基
本
的
に
活
動
は
週
二

回
で
、
回
数
は
あ
ま
り
多

く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
校

や
地
域
の
方
に
貢
献
で

き
る
よ
う
に
、
積
極
的
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
地

域
連
携
や
募
金
活
動
も

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
。 


